
 

       横須賀市立追浜中学生の総合学習による職場訪問 

 

横須賀市立追浜中学校の総合的な学習の時間において、横須賀の地域について考える取り組

みを行っております。その一環として、中学一年生３名が Tearsウインドサーフィンショップに、 

職場訪問に来て頂きました。 

１年生の生徒達自身が問を立て解決するための情報収集として、フィールドワークを計画。 

 

1. 目標 自分達が住む地域のまちずくりやそれに携わる人々について調べる活動を通して 

（１） 地域の特徴やまちずくりに携わる人々の思いに気付き 

（２） 地域の良さや課題、自分達との関わりについて考えるとともに 

（３） 地域のためにできることを考え行動しようとする 

 

問い （研究テーマ） 

ウィンドサーフィンはなぜ 世界最高峰の大会を横須賀で開いているのか 

質問内容 

・ウィンドサーフィンはなぜ世界最高峰の大会を横須賀で開いているのか  

→１番のポイントは、ウインドサーフィンのエンジンは自然の風です。そこで、一年を通して風の吹

く街、風の吹き抜ける街、横須賀津久井浜がウインドサーフィンの大会をする上で、日本の中でも

三本の指に入る程の有数の海（ゲレンデ）です。 

また、交通の利便性が良く、京浜急行電鉄の津久井浜駅より海まで徒歩５分！ 

東京都内から、羽田空港から、約１時間前後でのアクセスの良さ！ 

 

・ウィンドサーフィンはなぜ横須賀ではやったのか 

→ウインドサーフィンのエンジンが自然の風！その風の吹いてくる方向が真横から吹きぬけてくる

横須賀津久井浜は、ビーチから海を見て、北東風が左サイドショア/南西風が右サイドショア！ 

横からの風に対して走るウインドサーフィンには最適なゲレンデです。 

一年を通して温暖な横須賀津久井浜は、WSF が誕生して５０年ですが、約４０年前から横須賀で

はメジャーなマリンスポーツとして君臨してきました。 

京浜急行電鉄のＹＲＰ野比駅～長沢駅～津久井浜駅～三浦海岸駅の４つの駅は、おおきな金田

湾の海に面していて、特にワールドカップのゲレンデ横須賀津久井の場所が東京湾の風の通り

道、一番風が吹き抜ける所になり、ウインドサーフィンがやりやすいゲレンデです。 

また海沿いにワールカップ記念駐車場も併設されていて、駐車場から海までのアクセスも抜群で、 

金田湾沿いの１３４号線道路を走ると、マリンスポーツ全体が見渡せることが出来て、シュチエー

ションが良好です。 

2017年より継続して開催しているウインドサーフィンワールドカップにより、世界の中でも注目の海 



・津久井浜海岸で行うことのメリット・デメリットについて  

メリット 

一年を通してビーチから海を見て、ほぼ横からの風が良く吹く点 

東京湾からの風の通り道なので、特に北/北北東/北東風の入りは、風予報の１.5倍吹き抜ける 

東京湾側で三浦半島の端っこですが、波が無く、サイドショアでウインドサーフィンの出入りがしや

すい 

京浜急行電鉄で都内/羽田からのアクセスの良さ 

134号線の道路からのシュチエーションの良さ、その道路沿いに駐車場が併設されている点 

ウインドサーフィンフォイル競技をする上で、ビーチがすぐに深く（通称：ドン深）なり道具を運ぶスト

レスが無。 

 

デメリット 

東京湾なので、波が立ちにくく、WAVE競技が出来ない点 

 

・大会で活躍している日本人選手について  

2017年からスタートした ANAウインドサーフィンワールドカップ横須賀・三浦大会は、当時はフィン

が主流のスラローム競技でしたが、近年はフォイルスラローム競技に変化していき、日本の若手

選手の活躍も顕著です。 

フォイルスラローム競技は、いままでのフィンスラロームよりも弱い風から競技を行うことが出来て、 

横須賀津久井浜で開催するのに適している為に、近年たくさんのレース数が出来ている。 

フィンスラロームの場合には、海外選手の身体の大きさが非常に有利な点がありましたが、近年

のフォイルスラローム競技は、比較的身体の小さ目な日本人選手も上位に食い込むチャンスがあ

る種目です。 

・大会は日本以外どこの国が多く参加しているのか 

近年ウインドサーフィンの主流はヨーロッパ諸国で、とりわけフランス/ドイツ/スペイン/イタリヤの

選手が多く参加しております。 

しかしながら、ANA ウインドサーフィンワールドカップ横須賀・三浦大会では、毎年３０か国の選手

が参戦していて本当の世界大会になっております。 

 

 



 

TEARS艇庫前にて、プチ体験！ 

 

今後も JWA（日本ウインドサーフィン協会）とタッグを組みながら、マリンスポーツを通して、若手の

育成やウインドサーフィンの普及に尽力していきたいと思います。 

 

ＪＰＮ５７  香村 治彦（ koumura haruhiko ）  

〓 239-0843 

神奈川県横須賀市津久井 1-3-8    

電話  046-840-1273 

Fax   046-840-1287 

ウインドサーフインショップ TEARS 

TEARS ウインドサーフィンスクール インストラクター  

Ｍ.Ｒ.Ｃ ( 三浦レーサーズクラブ ) 校長  

ＪＷＡプロ登録選手（スラローム/フォイル）  

ＪＷＡフォイル / フォミュラー委員長  

日本体育協会 公認スポーツコーチ（セーリング）  

ＮＰＯ津久井浜マリンスポーツ連盟 理事  

横須賀ウインドサーフィンアカデミー 理事 

北下浦観光協会 理事 

有限会社 エオ  

>> ウインドサーフィン   小売業務  

>> ウインドサーフィン   輸入卸業務  

>> ウインドサーフィン   輸入代理店  

>> ウインドサーフィン レース企画 / 運営  

 

 

 


